
（別紙４）

佐賀夢根っこ　放課後等デイサービスぼちぼち
公表日 2025/2/28

利用児童数 22 回収数 19

はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

15 3 1

●部屋は狭いが、庭遊びできるスペース

があるのはよい 　　●十分ではない

が、先生方が個別対応しているので問題

はない 　　●活動を工夫されているの

で「どちらとも言えない」

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

18 1

●決まりはあると思うが、子ども達の特

性でわかってくるのかなと思う

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

15 4

●段差がありバリアフリーではないが、

窓ガラス飛散防止等されている。　　●

バリアフリーは、建物の都合上、難しい

と思われる。　　●バリアフリーの他は

配慮されている

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
17 1

●静かで一人になり、クールダウン、

学習ができるスペースがあるとよい

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
18 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
19

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。 19

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。 19

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

19

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
18

●天気やその時の環境で考え工夫しても

らっている。　　●年齢も幅広い中、

色々と工夫してもらっている。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。

14 2 3

●外活動ではそういう機会もあるのかな

と思うが、増えたらよい。　　●地域の

祭りや、地元の方の畑体験、子ども食堂

等、色々機会がある。　　●土曜日や１

日利用があまりないので、わからない

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
19

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
19

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 18 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
19

●小まめに意見を聞いてもらっている

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

19

●小まめに意見を聞いてもらっている

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

19

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 16 1 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者様との日常の送迎場面や、モニタ

リングの機会を利用した情報の共有と提

供を継続していきます。

同上

年２回の保護者会（交流会、学習会）を

継続するとともに、ぼちぼち祭りなどの

機会にご兄弟も含めたご家族の参加も呼

びかけていきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

特に中学校進学の子ども達にも、利用し

たくなる活動内容を試行していきます。

２４年度に初めて体験した、他の放デイ

さんとのスポーツ企画への参加なども継

続します。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

図書館や体育館等を有効に活用するなど

工夫を継続します

法的な基準を満たした上で、個別対応が

必要な方への対応も可能な配置数を維持

していきます

大きな備品や器具等の配置を工夫するな

ど、現在の建物環境でも、できるだけ利

用しやすい工夫を継続します。

クールダウンなど個別空間が必要場合

は、事務所の活用も含め、現在の建物環

境でも対応なことを実施します。
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